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磯
薗
渦
泉
は
八
甲
田
山
の
両
方
中
腰
海
抜
二
千
丸
首

尺
'
青
森
か
ら
六
里
飴
の
所
に
在
る
｡
青
森
か
ら
横
内

柑
迄
は
馬
車
が
通
す
る
が
其
上
は
未
だ
軍
に
は
容
易
で

な
い
｡
馬
に
来
る
か
歩

い
て
屠
る
O
尤
も
此
所
は
近
頃

青
森
か
ら
十
和
田
に
通
す
る
都
道
に
な
っ
た
か
ら
段

々

改
良
さ
れ
る
事
･/J
温
ふ
｡

酸
湯
は
二
宮
飴
年
前
教
士
が
虚
を
追
ふ
て
馨
見
し
た

三
亨
ふ
の
で
駅
路
ビ
呼
ば
れ
た
の
だ
が
'
此
地
方
の
聴

⑳

⑳

音
に
は

-
ど
す
の
区
別
が
な
い
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で
他
悌
<
の
耳
に
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噂
◎
◎

す
か
ゆ

す

か

e
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こ
え
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酢
ケ
助
と
書
か
れ
､
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で
は

酸

湯

ビ
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つ
た
の
で
あ
る
.
怨
し
帝
に
酸
の
多
い
湯
で
は
な

い
o況
泉
は
膚
硫
黄
泉
で
糾
合
糊
あ
る
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1
は
熟
の
洛
ビ

呼
び
､
湯
の
湧

い
て
居
る
所
を
贋
-
堀
.･=･下
げ
､
其
上

に
大
き
な
静
槽
を
<
れ
た
-
の
で
､
英
名
の
示
す
迫
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髄
が
艮
-
暖
ま
-
.
冷
性
か
ら
凍
る
病
気
殊
に
レ

ク

マ

チ
ス
'
痔
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婦
人
病
な
ど
に
熊
-
'
皮
膚
病
に
も
勿
簡

良
い
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二
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鹿
の
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ビ
呼
び
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ヅ
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ー
デ
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又
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ら
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あ
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ま
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又
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る
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萌
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ぶ
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ら
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ぶ
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梅
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岸
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岸
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摺
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又位
置

が
八
LP附
の
中
腰
に
在
る
の

で
夏
の
間
は
登
山
者
や
､
蔦
挽

鹿
を糧
で
十
和
田
に
行

-
八
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出
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憧
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又
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潜
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又
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又
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又
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が
あ
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亡
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収
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仙
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よ
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句
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